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１．都市公園整備状況 

（令和５年３月時点） 

管理対象都市公園の数 管理対象都市公園の面積 一人当たり都市公園面積 

１９７ ２０１．５９ｈａ ９．５１㎡ 

 

２．計画期間：令和７年度～令和 16年度（10 箇年） 

 

３．計画対象公園 

①種別別箇所数 

 街区 近隣 地区 総合 運動 広域 風致 動植物 歴史 緩緑 都緑 その他 合計 

全体 143 28 ８ ３ － － １ １ ３ － ９ １ 197 

対象 － １ ３ ３ － － － － － － － － ７ 

※その他は緑道を示す。 

 

②選定理由 

・ 伊勢崎市の公園は、197 公園のうち半数近くが開設から 30 年以上経過しており、公

園施設の老朽化が進んでいることから、計画的な補修や更新によって公園利用者の

安全で快適な利用を確保するため、伊勢崎市公園施設長寿命化計画の方針に基づき、

下記の伊勢崎市都市公園７公園を選定した。 

 

【華蔵寺公園、子供のもり公園伊勢崎、いせさき市民のもり公園、波志江沼環境ふ

れあい公園、赤堀せせらぎ公園、あずま総合運動公園、平塚公園】 

４．計画対象公園施設 

①対象公園施設数 

園路広場 修景施設 休養施設 遊戯施設 運動施設 教養施設 便益施設 

19 ０ ４ ※ ８ ４ ２ 

      

管理施設 災害応急対策施設 その他 合計   

８ ０ ０ 45   

※遊戯施設（遊具）は、国の指針等に基づいた適切な調査・点検を実施しており、本市

の別途事業において修繕を実施するため、本計画では対象施設外とする。 
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②これまでの維持管理状況 

・これまでは、現行計画（令和２年度策定）に基づいて公園管理者等による維持保全

と日常点検を行い、公園施設の機能保全と安全性の維持・向上及び施設の劣化・損

傷状況の把握に努めている。 

・危険箇所が発見された場合は、緊急度の高いものから補修対応等を行っている。 

 

＜平成２８年度からこれまでの取り組み＞ 

建物等の長寿命化事業 

実施年度 施設名称 実施内容 金額（円） 延床面積（㎡） 

H28年度 華蔵寺公園管理事務所 防護柵改修工事 1,134,000円 96.56 

H30年度 いせさき市民のもり公園管理棟 放送アンプ更新工事 961,200円 368.1 

 いせさき市民のもり公園管理棟 放送設備改修工事 1,285,200円 368.1 

 子供のもり公園伊勢崎管理棟 まゆドーム空調設備更新工事 15,768,000円 1,048.82 

H31年度 子供のもり公園伊勢崎管理棟 エレベーター改修工事 17,280,000円 1,048.82 

 子供のもり公園伊勢崎管理棟 火災報知設備更新工事 2,310,000円 1,048.82 

 子供のもり公園伊勢崎管理棟 自動扉更新工事 264,000円 1,048.82 

R2年度 いせさき市民のもり公園管理棟 空調設備更新工事 12,320,000円 368.1 

 子供のもり公園伊勢崎管理棟 非常放送設備更新工事 2,794,000円 1,048.82 

R3年度 いせさき市民のもり公園管理棟 外壁塗装等改修工事 23,573,000円 368.1 

 赤堀せせらぎ公園炊事棟 屋根解体工事 616,000円 59.62 

 華蔵寺公園管理事務所 外壁塗装等改修工事 4,400,000円 96.56 

R4年度 平塚公園炊事棟 屋根等塗装改修工事 4,103,000円 72.86 

 子供のもり公園伊勢崎管理棟 管理棟外壁等塗装改修工事 3,707,000円 1,048.82 

     

 

除却事業 

実施年度 施設名称 実施内容 金額（円） 延床面積（㎡） 

R4年度 赤堀せせらぎ公園研修棟 研修棟解体工事 13,266,000円 ▲241.07 

 

公園緑地課所管施設について、平成２８年度から上記のような対策事業を実施。そ

の結果としては、５施設の長寿命化を図り、保有する総延床面積は、２４１．０７

㎡の減少となった。 

 

③選定理由 

・今後、進展する施設の老朽化に対する安全対策の強化及び改修・更新費用の平準化

を図る観点から、適切な改修・更新時期の設定や維持管理方針の検討が必要となる。

このため、伊勢崎市公共施設等総合管理計画の方針に基づき、長寿命化対象として

位置づける公共施設及びインフラ資産（伊勢崎市都市公園７公園に設置）を対象と

した。 
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５．健全度を把握するための点検調査結果の概要 

点検調査実施時期 令和５年度 

 

点検調査実施方法  

一般施設：「公園施設長寿命化計画策定指針（案）【改訂版】」を参考に、専門技術

者による調査ならびに評価を実施した。 

建築施設：「建築物点検マニュアル・同解説（財）建築保全センター」及び「公園施設

長寿命化計画策定指針（案）【改訂版】」に示される点検項目を参考に、専

門技術者による調査ならびに評価を実施した。 

橋梁施設：「群馬県橋梁点検マニュアル」に基づき実施された橋梁点検の結果を踏まえ、

専門技術者による調査ならびに評価を実施した。 

点検結果の概要 

点検結果の概要は以下のとおりである。 

公園施設種類 
健全度判定 

Ａ判定 Ｂ判定 Ｃ判定 Ｄ判定 

園路広場 ３ ９ ７ ０ 

休養施設 ０ ２ １ １ 

遊戯施設 ０ ０ ０ ０ 

運動施設 ０ ５ ３ ０ 

教養施設 ０ ２ ２ ０ 

便益施設 ０ ２ ０ ０ 

管理施設 ０ ６ １ １ 

合計 ３ 26 14 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇健全度判定 

健全度判定は、健全度調査で得られた情報をもとに、公園施設ごとの劣化や損傷の

状況や安全性などを確認し、公園施設の補修、もしくは更新の必要性について、総合

的な判定を行う。 

なお、健全度の総合的な判定は、「Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」の四段階評価を標準とする。 

ランク 評価基準 

Ａ 
・全体的に健全である。 

・緊急の補修の必要はないため、日常の維持保全で管理するもの。 

Ｂ 

・全体的に健全だが、部分的に劣化が進行している。 

・緊急の補修の必要性はないが、維持保全での管理の中で、劣化部分につ

いて定期的な観察が必要なもの。 

Ｃ 

・全体的に劣化が進行している。 

・現時点では重大な事故につながらないが、利用し続けるためには部分的

な補修、もしくは更新が必要なもの。 

Ｄ 

・全体的に顕著な劣化である。 

・重大な事故につながる恐れがあり、公園施設の利用禁止あるいは、緊急

な補修、もしくは更新が必要とされるもの。 

出典：「公園施設長寿命化計画策定指針（案）【改定版】」（平成 30 年１月 国土交通省都市局公園緑地・景観課）  



 

4 

 

６．対策の優先順位の考え方 

 対策の優先順位は、「緊急度」に応じて補修・更新計画を決定する。緊急度の考え方は

以下のとおりである。 

 

緊急度「高」 
 健全度判定がＤの施設 

・健全度判定がＣの施設のうち、指標考慮が「高」の施設 

緊急度「中」 
・健全度判定がＣの施設のうち、指標考慮が「中」「低」の

施設 

緊急度「低」 ・健全度判定がＡまたはＢの施設 

 

指標考慮は、施設の利用状況などを踏まえ、施設種類及び管理類型に応じて以下のと

おり設定する。 

 

施設種類 予防保全型の場合 事後保全型の場合 

建築物・運動施設 高 高 

橋梁 高 中 

運動施設以外の 

一般施設 
中 低 

７．公園施設の長寿命化のための基本方針 

 公園施設の長寿命化のための年次計画は、以下の基本方針を設定し、計画の策定を行

った。 

 

①点検調査結果を踏まえた更新、維持管理の実施 

１）使用見込み期間や処分制限期間を超えていない施設であっても、点検結果でＤ判

定の施設は、廃止・更新対象として、公園利用者の安全に配慮する。 

２）点検調査の結果がＣ判定の施設について、部分的な修繕・補修で対応できる施設

は更新せず、処分制限期間または使用見込み期間まで計画的に活用する。 

３）点検調査の結果がＡ判定、Ｂ判定の施設は、使用見込み期間に更新を設定する。

ただし、日常的な維持管理や定期的な健全度調査の実施において、劣化が確認さ

れた場合は、施設の補修、もしくは更新を位置づけた上で適正な措置を行う。 

４）更新を実施する場合には、移動等円滑化のために必要な施設や箇所について、ユ

ニバーサルデザインの導入やバリアフリー基準に適合した整備を行う。 

 

②予防保全型管理を行う施設 

・日常点検及び定期点検のほか５年に１回程度の健全度調査を実施し、施設の劣化や
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損傷及び不具合を把握する。日常の維持保全の中で異常を発見した場合は、その都

度、必要に応じて健全度調査を実施する。 

・点検結果を活用し、施設の補修等を行い、特に施設の安全性を重視し適切な維持管

理に努める。 

・建築物については、躯体への影響が大きい箇所である屋根、外壁、配管設備等を中

心に、適切な補修・更新を計画的に実施する。 

・一般施設については、施設の素材に応じた補修・更新を計画的に実施する。 

・橋梁については、都市公園橋の長寿命化修繕計画（平成 30 年度策定）に基づき、適

切な補修・更新を計画的に実施する。 

 

③事後保全型管理を行う施設 

・維持保全（清掃・保守・修繕）と日常点検で公園施設の機能の保全と安全性を維持

する。 

・日常点検で施設の劣化や損傷を把握した場合、施設の補修、更新を行う。 

 

 ④公園の利用状況及び設置年を踏まえた年次計画の対策時期の設定 

・対象公園においては、対策優先度が同じ場合、公園施設の維持管理・更新の対策が

効果的に発揮されるよう広域的で利用者の多い公園種別（総合公園、地区公園、近

隣公園、街区公園の順）から対策を実施することを基本として対策時期の設定を行

う。また、同公園種別内では、設置年からの経過年数を考慮して古いものから対策

時期を設置する。 

８．日常的な維持管理に関する基本的方針 

①公園の管理体制に関する方針 

・公園の日常的な管理（日常点検等）は、市及び維持管理業者にて実施する。 

・法定点検（定期、法令、精密点検）は、専門業者に委託して実施する。 

②年間の維持保全内容（清掃・保守・修繕）に関する方針 

・清掃は、園内清掃（ごみや枯葉、吸い殻等を集めて処理）、建物清掃（トイレや管理

事務所内の水拭きや除塵など）、工作物清掃を実施する。 

・保守は、通常の業務（巡回や清掃、植物管理など）を実施する中で対応できる軽微

な調整を実施する。 

・修繕は、日常点検等で異常を確認した時点の部分的な修復や消耗材の交換等（応急

処置を含む）を実施する。 

③公園施設の種類に応じた日常点検や定期点検毎の点検実施体制 

・公園施設全般について、職員及び維持管理業者による日常点検（清掃・保守・修繕）

を実施する。 

・遊具の点検や法令で定めのあるものについては、専門業者が法に基づく頻度で定期

点検を実施する。 

・現地にて公園施設の変状及び異常を発見した場合には、直ちに危険度の判定を行い
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要措置か要経過観察の判定を行う。 

・点検等により異常が確認されたもののうち、点検時に現地で本格的な措置ができな

いもの、あるいは判定不能なものについては、必要に応じて使用禁止措置を行う。 

その後、予防保全型管理を行う施設の場合は、速やかに健全度調査を実施し、応急

措置あるいは補修策を検討する。事後保全型管理を行う施設の場合は、状況に応じ

て撤去・更新・応急措置を検討する。 

④点検方法等の基本的な方針 

・日常点検では、主に目視により公園施設の異常の有無を確認し、定期点検では、目

視、触診、打診、揺診、器具による測定等により劣化状況の判定を行う。 

 

９．都市公園別の健全度調査結果､長寿命化に向けた具体的対策､対策内容･時期等 

※ 別添「公園施設個別施設計画調書」（様式１「総括表」）による 

 

10．計画の見直し予定 

次回以降の健全度調査の結果が、長寿命化計画で定めた内容と著しく乖離が生じた場

合や、当該計画に基づく長寿命化対策を行いながら、公園施設の利用状況、ニーズ、経

済状況などを勘案し適宜公園施設個別施設計画の見直しを行う。 

また、「第３次伊勢崎市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」の内容を踏まえ、公

園施設等の計画的な改修等による脱炭素化の推進を検討するとともに、公園の利用状況

を考慮しつつ、Park-PFI などの民間活力導入や集約化等についても検討する。 
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